
ネットワークエンジニアリング業界の
人材確保・育成

『坂の上の雲』へ続く道は、どこにあるのか
― ネットワークに関わる人の最初の一歩と、その先へのつながりを考える ―

2026年7月17日
総務省 総合通信基盤局

電気通信事業部 データ通信課
宮本 知典



人材確保・育成施策のページ、立ち上げました！ 1

https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ict_infra_jinzai/index.html

どう充実させるのが良いか？



人材の 呼込・育成・定着 を目指して 2

呼込
育成

定着

ネットワークエンジニアリング業界
ネットワークを学ぶ
学習できる環境の乏しさ

アプリ・AI開発などへの
興味の流出

繋がるのが「当たり前」
認知度の低下

経験的な
暗黙知の存在

ネットワークに興味を持ち、
道を進むためのチャンスがあり、
スキルを高めて世界・地域で活躍する
エコシステムの構築を目指す

単なる人手不足対策というより・・・

今後もインターネットは当たり前に「つながる」？

困っている
77%

どちらでもない
15%

困っていない 8%

事業者の人材確保・
育成への認識
2024年JPNIC会員企業調査

有識者ヒアリングから抽出した課題



「ネットワークエンジニア」とは？ ――2025年度総務省委託調査研究
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設計 構築 設定 運用 監視 保守 障害対応 改善

（いろいろあると思いますが、ここでは、）

インターネットを中核とする
ネットワークインフラの
接続性・安定性・継続性を
IP層（ネットワーク層）を中心に
技術的に支える専門人材

※単一職種・単一業務ではなく、組織・設備・業務領域によって役割が大きく異なる



そうは言っても人手不足 ――2025年度総務省委託調査研究
4

今後5年間のネットワークエンジニア供給予測

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大幅に増える 1.30%

増える 14.29%

現状維持 23.38%

減る 38.31%

大幅に減る 12.99%

わからない 9.74%

今後10年間の追加確保・育成規模感

※ JPNICによる試算。規模感として提示
※ 現在の人材規模は1.0～1.5万人程度と推定

0 2000 4000 6000 8000

現時点の不足感：約1,000〜2,000人

• 人材供給 「減る」・「大幅に減る」 51% ちなみに「現状維持」 23%

• 足元で1000-2000人の不足感
• 今後10年間で最大8500人規模の確保・育成が必要

今後10年の確保・育成：約3,600〜8,600人



認知度不足は共通認識 ――2025年度総務省委託調査研究
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エンジニアが感じる若手が参入しにくい理由 事業者が感じる若手が参入しにくい理由

仕事の内容がわかりにくい
（イメージが持たれにくい）
夜勤・障害対応など勤務
負荷のイメージが強い

クラウドやアプリなど
他分野の方が魅力的

業界の認知度が低く、学生・
若手に情報が届かない

給与・待遇が他業界より
見劣りするイメージ

キャリアパスが見えにくい

学習コスト（難易度/資格な
ど）が高い

物理作業への抵抗感

コミュニティ・技術文化
が閉じて見える

その他

若手が参入しにくいこと
はない

仕事の内容がわかりにくい
（イメージが持たれにくい）
夜勤・障害対応など勤務
負荷のイメージが強い

クラウドやアプリなど
他分野の方が魅力的

業界の認知度が低く、学生・
若手に情報が届かない

給与・待遇が他業界より
見劣りするイメージ

キャリアパスが見えにくい

学習コスト（難易度/資格な
ど）が高い

物理作業への抵抗感

コミュニティ・技術文化
が知事て見える

その他

若手が参入しにくいこと
はない

• エンジニアも事業者も、「仕事の内容がわかりにくい」が若手へのハードルと認識



学び足りないスパイラル ――2025年度総務省委託調査研究
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• 忙しい → 教育リソースを整備できない → 学び足りない → もっと大変
エンジニアが感じる学習における障壁 事業者か感じる若手・中堅育成の課題

現場が忙しく時間がない

体系的な
教育プログラムがない

育成ノウハウがない

モチベーション管理が
厳しい

離職が早い

研修コストが高い

その他

特に課題はない



都市・地域の差 ①資格 ――2025年度総務省委託調査研究
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四大都市圏以外で高い傾向
工事担任者

（AI・DD）
14.1%

22.8%
電気通信

主任技術者
11.7%

19.9%

四大都市圏で高い傾向
ネットワーク

スペシャリスト
29.3%
20.6%

登録情報処理
安全確保支援士

15.0%
5.9%

保有資格の傾向
30%

※１ 東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、愛知県、岐阜県、三重県、大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、福岡県
※２ 割合は各地域別回答者のうち当該資格を保有している割合
※３ 地域別集計は回答者属性・所属組織・年齢層等の影響を受けるため、地域全体の状況を直接示すものではない

四大都市圏※1 四大都市圏以外

• 地域のエンジニアの方が設備運用に近い資格を持つ割合が高い



都市・地域の差 ②交流 ――2025年度総務省委託調査研究
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四大都市圏外エンジニアの技術交流機会

技術交流にはほと
んど参加してない

協会・協議会へ業務
として参加している

イベント・勉強会へ
会社の支援を受けて
参加することがある

イベント・勉強会へ有休
や私費で参加している

イベント・勉強会へ
会社の支援は時々ある

あまり技術交流に
興味がない

その他

技術交流にはほと
んど参加してない

協会・協議会へ業務
として参加している

イベント・勉強会へ
会社の支援を受けて
参加することがある

イベント・勉強会へ有休
や私費で参加している

イベント・勉強会へ
会社の支援は時々ある

その他

※  四大都市圏以外では40代以上の回答者割合が高く、年齢層・経験年数等が影響している可能性がある

四大都市圏エンジニアの技術交流機会

• 同業他社との技術交流は地域のエンジニアの方が参加する傾向にある※
• 学習・経験の機会を補完 → 継続的な人材育成につながる可能性



まとめ：ネットワークを支える環境もみんなでつくる 9

• 呼込・育成・定着 ―― 関心・チャンス・活躍
• 興味は、分かりやすさから、目に触れてもらうことから
• ステップアップできる機会や環境を、いかに整えるか
• エンジニアのネットワークが、ネットワークを支える

ネットワークと同じく、みんなでつくることが不可欠！
どう充実させるのが良いか？


